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業績予想の修正に関するお知らせ 
 

最近の業績の動向等を踏まえ、平成19年５月21日の決算発表時に公表した平成20年３月期（平成19年

４月１日～平成20年３月31日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたので、お知らせいたします。 

記 

１．平成 20 年３月期 中間業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 19 年９月 30 日） 

＜連結＞                            

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 百万円
14,200 

百万円
2,650 

百万円
2,671 

百万円
1,550 

円 銭
75.79 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 12,500 2,500 2,536 1,388 67.91 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △1,700 △150 △135 △162 － 

増 減 率           （％） △12.0 △5.7 △5.1 △10.5 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期中間） 12,910 2,531 2,575 1,340 62.68 

＜単体＞ 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 百万円
10,600 

百万円
1,248 

百万円
2,279 

百万円
1,742 

円 銭
85.19 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 9,090 940 1,980 1,563 76.48 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △1,510 △308 △299 △179 － 

増 減 率           （％） △14.2 △24.7 △13.1 △10.3 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期中間） 9,259 995 1,226 719 33.65 

 
２．平成 20 年３月期 通期業績予想数値の修正（平成 19 年４月１日～平成 20 年３月 31 日） 

＜連結＞ 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 百万円
32,418 

百万円
6,965 

百万円
7,006 

百万円
4,028 

円 銭
196.99 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 27,000 5,590 5,630 3,168 154.94 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △5,418 △1,375 △1,376 △860 － 

増 減 率           （％） △16.7 △19.7 △19.6 △21.4 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期） 26,564 5,305 5,411 2,980 141.87 



＜単体＞  

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 １株当たり当期純利益 

前 回 発 表 予 想           （Ａ） 百万円 
25,000 

百万円
4,003 

百万円
5,059 

百万円
3,373 

円 銭
164.95 

今 回 修 正 予 想           （Ｂ） 20,000 2,500 3,570 2,489 121.73 

増  減  額         （Ｂ－Ａ） △5,000 △1,503 △1,489 △884 － 

増 減 率           （％） △20.0 △37.5 △29.4 △26.2 － 

（ご参考） 
前期実績（平成 19 年３月期） 19,416 2,315 2,588 1,487 70.79 

 
 
３．修正の理由 

主要販売先となるパチンコ業界におきましては、平成 19 年６月から９月にかけて、旧基準のパチス

ロ機が撤去され、それに代わる遊技機への設備投資が積極的に行われたことから、周辺機器設備の投

資が先送りとなる状況が続きました。また、優良パチンコホールにおいても収益性の低下が見受けら

れる中、大手パチンコホールの倒産も発生したことにより、金融機関が慎重になり、融資が受けられ

ないケースが増加したため、パチンコホールの経営環境は一層厳しいものとなりました。 

このような状況の中、当社グループは、周辺機器の更新需要の掘り起こしを行うべく、早期から他

社との差別化を図った製品を市場投入し、販売に注力してまいりました。しかしながら、予想以上に

パチンコホールの経営環境は厳しく、周辺機器の買い控えが続いたことにより、期初の予想を下回る

見込みとなりました。 

また、下期におきましても中間期と同様、パチンコホールの周辺機器に対する設備投資が慎重にな

る傾向は続くものと予想されることから、期初の通期予想を見直し、修正いたしました。 

なお、当社グループが販売に最も注力しているパーソナルＰＣシステムは、収益性の低下が進む業

界内において、収益性を改善する画期的なシステムとして市場で高い評価を得て、大手優良ホールを

中心に導入が進んでおり、期初予想どおりの導入件数を達成する見込みであります。 

 なお、今回の業績修正による配当予想の修正はございません。 

 

（注）１．上記の予想数値は、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確実

な要素を含んでおります。実際の業績等につきましては業況の変化等により上記業績予想数

値とは異なる場合がありますので、ご承知おき下さい。 

２．平成 20 年３月期中間の業績につきましては平成 19 年 11 月 19 日に公表する予定であります。 

 

以  上 


